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直方市

01　博多織
02　博多人形
03　久留米絣
04　小石原焼
05　上野焼
06　八女福島仏壇
07　八女提灯
08　孫次凧
09　小倉織
10　八朔の馬
11　芦屋釡
12　津屋崎人形
13　福岡積層工芸ガラス
14　博多曲物
15　博多鋏
16　博多張子
17　博多独楽
18　博多おきあげ
19　今宿人形
20　木うそ
21　高取焼
22　甘木絞り
23　杷木五月節句幟

24　英彦山がらがら
25　棕櫚箒
26　久留米おきあげ
27　藍胎漆器
28　城島鬼瓦
29　筑後和傘
30　鍋島緞通
31　久留米綿入はんてん
32　八女手漉和紙
33　八女石灯ろう
34　八女竹細工
35　八女矢
36　八女和ごま
37　赤坂人形
38　きじ車
39　天然樟脳
40　掛川
41　大川総桐箪笥
42　大川彫刻
43　大川組子
44　柳川まり
45　八女すだれ

筑前町
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　「HAKATAJAPAN」 は、 博多織の伝統と現

代的ファッション感覚を融合して生まれたブラ

ンドです。バッグ、 靴、 小物など、 さまざまな

商品に生まれ変わった博多織は、 国内はも

ちろん、海外からも注目されています。平成１

８年からは織の技術を若い世代に教える学

校も開校して、 後継者も育ち始めています。

博多織は未来にも通用する文化なのです。

彌

彌

ざ

　 博多織



　 博多人形



　 久留米絣



　 小石原焼



　1602 年、豊前小倉藩主・細川忠興が
李朝陶工・尊楷を招き、陶土と清流、燃料
の松が豊富な福智山の麓・上野の地に開窯
したのが始まりとされる上野焼。細川家、
小笠原家にわたる藩主の御用窯として珍重
された国焼茶陶で、江戸時代には遠州七窯
の一つに選ばれるほど茶人に好まれていま
した。現在では約 20 軒の窯元が長い伝統
から生まれた多彩な技法を受け継ぎ、独自
の美しさや気品をもった表現を更に極める
ために、腕を磨き続けています。

　 上野焼



　 八女福島仏壇
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　 八女提灯
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・筑前芦屋だごびーなとわら馬の会事務局　TEL：093-221-1001

［こくらおり／北九州市ほか］

小倉織
江戸時代から愛された木綿織物
　「小倉織」は、地厚で丈夫、なめ
らかな木綿の織物です。先染めし
た糸を用いて、経糸が緯糸より密に
なるように織ることで表現される縞模
様は、凛として潔く、色の濃淡によ
る立体的な世界を創りだします。
　江戸初期から袴や帯、羽織とし
て用いられ、徳川家康が鷹狩の際
の羽織として愛用したという記録も
残る小倉織は、昭和初期に一度途
絶えましたが、同 59 年、復元・
再生しました。現在は、国内外で
好評を博し、次世代の作り手も育っ
ています。

・小倉織協同組合　TEL：093-561-0505

［あしやがま／芦屋町］

芦屋釜
文様と形の美、古来茶人に愛された茶の湯釜が現代に
　「芦屋釡」は南北朝時代頃から、
筑前国芦屋津（現在の福岡県遠賀
郡芦屋町）で製作された鋳鉄製の
茶の湯釡です。「真形」とよばれる
端正な形と、胴部に表される優美な
文様が特徴で、古くから茶の湯釡
の名品として珍重されています。
　その製作は江戸時代初期頃に一
旦途絶えますが、平成になって芦
屋釡の調査・研究、復元製作が
進められました。現在では、鋳物師
達によって、再び芦屋釡の製作が
行われています。

・芦屋釜の里　TEL：093-223-5881

ちゅう  てつ

しん なり

い　　も　　じ

　 八朔の馬、芦屋釜孫次凧、小倉織



博多曲物玉樹
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1919年頃

・筑前津屋崎人形巧房

重宝
　「博多曲物」は15代応神天皇の
胞衣を納める容器を作ったのが始
まりといわれており、神社仏閣品
から日用品、茶道具までと幅広く、
1800 年以上の歴史があります。
釘や金属は一切用いず、杉、桜の
皮といった自然の材料だけで丁寧
に作られています。「無節柾目」の
良質な杉を使い、やわらかい手触
りや香りは心を癒してくれます。
抗菌効果、吸水性、保湿性が優れ
ており、飯櫃や弁当箱はご飯の美
味しさを長く保ち、お手入れ次第
では、耐用年数は 50 年にもなり
ます。曲物は使う人の身体にも、
そして環境にも優しい工芸品です。

む　 ぶし

めし　びつ

まさ　 め

　 博多曲物、博多鋏津屋崎人形、福岡積層工芸ガラス



　江戸中期、上方の人形師によっ
て伝えられ木製や石膏製の型に和
紙などを幾重にも重ねて成形され
る「博多張子」は、布苔によって
貼り付け、天日干して乾燥させた
り、その後に二つに割って型から
取り出し、貼りあわせながら成型
したりと、現在でも昔ながらの手
の込んだ製法で作られています。
ニカワで溶いた顔料で仕上げた色
彩は色鮮やかで、虎やダルマなど
を主題とした縁起物として親しま
れています。

092-526-3461

・今宿人形 人清　TEL：090-5021-8749

　 博多おきあげ、今宿人形博多張子、博多独楽



徴

［たかとりやき／東峰村、福岡市、直方市ほか］
高取焼
遠州七窯の一つ、茶陶窯として広く親しまれてきた器
　「高取焼」は福岡県内の様々な土
地を幾度も移窯・増窯を経てきた
歴史があります。江戸初期は素朴
な製品が中心でしたが、次第に桃
山風の力強く豪快な作風になり、
寛永年間には小堀遠州の指導を受
け、後に「遠州好み」と呼ばれる洗
練された茶陶を生産するようになり
ました。その変遷に伴った作風の
違いが魅力として広まり、多くの人
に親しまれてきました。現在も福岡
県内に窯元が点在し、それぞれの
窯元がお茶道具の製作はもちろん、
ライフスタイルにあった器を製作し
ています。

・高取焼振興会　TEL：0946-74-2810

［あまぎしぼり／朝倉市、筑前町、福岡市］
甘木絞り
絞りと藍染めで創り出す、絵画的文様の世界
　「甘木絞り」は１８世紀後半、福
岡県朝倉市で発展した絞り染めで
す。布を糸で括り、藍で染め上げま
す。
　明治から大正時代には博多絞り
とともに「筑前絞り」として日本一
の生産量を誇り、輸出も行われまし
た。不況や戦争、洋装化の影響で
１９５１年頃に産業として途絶えま
したが、その後、技術は個人により
受け継がれ、１９９５年に甘木絞り
保存会が復元を成功させました。
現在は「甘木絞り連絡協議会」が
製作や普及活動を行っています。

・甘木絞り連絡協議会　TEL：090-4510-2469

　甘木絞り、杷木五月節句幟木うそ、高取焼



姿の美しさだけではなく、軽く丈 
夫で、使うほどに味わいを増すこ 
とから、長い年月にわたり、日常に
用いる器として愛用されています。

庭

　久留米おきあげ、籃胎漆器英彦山がらがら、棕櫚箒
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徴

［くるめわたいれはんてん／筑後市、久留米市、大木町］
久留米綿入はんてん
心もからだも温めてくれる、着るおふとん
　「久留米綿入はんてん」は、表
地と裏地の間に木綿わたを入れ
た独特の保温性を持つ衣服です。
裁断・縫製された布地に対し、
二人一組が同時に綿を入れる「綿
入れ」や、中綿が偏らないよう
手作業で要所を縫い付ける「と
じり」の工程が特徴です。
　江戸時代から、庶民の防寒着
として用いられ、昭和 60 年代
には年間約 300 万枚の生産を記
録しました。
　現在では、筑後染織協同組合
に属する 6 事業者によって、久
留米綿入はんてんの製造が行わ
れています。

・筑後染織協同組合　TEL：0942-53-5136

　鍋島緞通、久留米綿入はんてん城島鬼瓦、筑後和傘
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　「八女石灯ろう」の特徴は、地元
から多く産出される阿蘇「溶結凝
灰岩」にあります。この凝灰岩は軽
くて軟らかく吸水性のある石材で、
細かい細工に向かない反面、寒さ
や熱に強く石苔を早くつけやすい
など、庭灯ろうに最も適した石質を
持っています。江戸時代から昭和
初期にかけて、この地域では石橋
づくりなどに多くの石工が活躍し、
それに伴って石灯ろうの生産も盛
んになりました。

あ　  そ

かい  がん

よう　 けつ ぎょう

・八女手漉和紙組合（八女伝統工芸館内）　TEL：0943-22-3131

　 八女竹細工、八女矢 八女手漉和紙、八女石灯ろう



kgほど。製造過程で作られる樟脳
油も、アロマオイルとして人気と
なっています。合成樟脳の普及な
どにより一時は消えつつあった天
然樟脳ですが、県内では唯一、み
やま市の内野樟脳で守られ続けて
います。

　「きじ車」は、伝教大師最澄が一
羽のきじに導かれて合歓の霊木に
出会い、観音菩薩を彫り清水寺を
建立したことから、正しい道に導い
てくれる祈りが込められており、開
運、縁結び、家庭円満、子どもの道
案内のお守りや玩具として広く親
しまれています。乾燥させた松や
桐を材料に、釘を使わずにセン刀
と呼ばれるナタ一本で形を整え、
絵付けが施されます。

　 きじ車、天然樟脳八女和ごま、赤坂人形



汲

・福岡県い製品商工業協同組合　TEL：0944-32-1010

　 大川彫刻、大川組子掛川、大川総桐箪笥



　

［やめすだれ／広川町、八女市］

0943-32-1145

■柳川まり、八女すだれ



（八女伝統工芸館内）

tel：0943-32-1145

tel：092-526-3461
福岡市中央区平尾1丁目3-31

今宿人形 人清　tel：090-5021-8749

筑前津屋崎人形巧房

筑前芦屋だごびーなとわら馬の会事務局　TEL：093-221-1001

〒807-0133　遠賀郡芦屋町大字芦屋1455-284

小倉織協同組合　TEL：093-561-0505

〒803-0814　北九州市小倉北区大手町3-1-107
小倉織

芦屋釜の里　TEL：093-223-5881

〒807-0141　遠賀郡芦屋町大字山鹿1558-3
芦屋釜

柴田徳商店 tel：092-651-0470 〒812-0054 福岡市東区馬出2-22-22

博多曲物玉樹 tel：092-935-5056 〒811-2232 糟屋郡志免町別府西2-2-16

tel：0944-87-0035

福岡県い製品商工業協同組合

〒811-1351　福岡市南区屋形原4-35-5

〒839-0809

高取焼振興会　tel：0946-74-2810
〒838-1700　朝倉郡東峰村大字小石原962-1高取焼

甘木絞り連絡協議会　tel : ０９０-４５１０-２４６９
〒８３８-００２６　朝倉市柿原１００２-１

甘木絞り

筑後染織協同組合　tel : ０９４２-５３-５１３６

〒８３３-００５６　筑後市久富７０
久留米綿入はんてん

お問い合わせリスト 　 お問い合わせリスト



福岡県庁11階の物産観光展示室
「福岡よかもんひろば」は、伝統工芸
品等の常設展示や触って学べる
コーナーに加え、企画展やイベント
なども開催しています。北側には、大
川インテリアに触れてくつろげるラ
ウンジや、カフェ、ショップも併設して
います。博多湾や東公園をはじめ、市
内の街並みを楽しみながら福岡県
の魅力に触れられる物産観光展示
室に、ぜひお越しください。
詳細は、ＨＰをご覧ください。
(https://yokamon-hiroba.jp)

アクロス福岡匠ギャラリーでは、福
岡県の経済産業大臣指定伝統的工
芸品を１階で常設展示しているほ
か、２階では、その特徴や歴史、制作
工程などを、実際の道具や映像を
使って学ぶことができます。また、県
知事指定特産民工芸品もテーマに
沿って月替わりで展示しています。
伝統工芸品を身近に感じていただ
けるカフェやショップも併設してお
り、週替わりで県内の工芸作家等に
よる企画展も開催しています。
詳細は、ＨＰをご覧ください。
（https://acros.or.jp/takumi/）



福岡伝統工芸ファンクラブ【公式】のご案内
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